
部　局 豊中市伊丹市クリーンランド事務局 補　職 部長 氏　名 クリーンランド事務局長

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2019年度) 部局マネジメントシート 2019年度

豊中､伊丹両市で唯一のごみ処理施設として､｢安心･安全｣への取組みをさらに充実させ､環境に配慮した施設整備と管理運営を行うとともに､限られた
人材と財源を最大限に活用することで施設を｢安定｣稼働させ､良質な市民サービスを提供する｡

○引き続き新ごみ焼却施設、リサイクルプラザ双方の安全安心で安定的
な稼動・運営を推し進めます。
○平成30年度(2018年度)に策定した今後10年を見据えたクリーンランド
における一般廃棄物の処理等に関する方向性や取り組みを定めたクリー
ンランド第３次一般廃棄物処理基本計画に則し、施策・事業を展開しま
す 。
○旧ごみ焼却施設跡地整備事業の今年度末完了をめざすとともに、余熱
利用施設跡地に整備した緑地帯の利活用などを通し、市民から親しまれ
さらに愛される「森の中の再生工場」の具現化をめざします。
○市民、NPO、豊中・伊丹両市の環境部局など多様な主体との連携・協働
のもと、より効果的な学習メニューの提供をとおし３Ｒ（発生抑制・再
使用・再生利用）の推進と市民との交流を深めます。

○ごみ焼却施設の定期補修工事の完了やリサイクル施設では昨年度消火設備
を増強した検証結果から機器の停止時間が大幅に短縮されるなど安定的な稼
働・運営を実施することにより、市民の生活基盤を守ることができました。
○クリーンランド第３次一般廃棄物処理基本計画に則し施策・事業を進める
とともに、評価システムを構築し、進行管理を可能にしました。このことに
より施策の客観的評価ができるようになりました。
○旧ごみ焼却施設跡地整備事業についてひろばと駐車場が年度内竣工しまし
た。今後は利活用について検討し、引き続き市民から親しまれ愛される「森
の中の再生工場」の具現化をめざします。
○様々な環境学習事業を実施することによりごみの減量や分別の重要性等に
ついて認識してもらい３Rの推進を図ることができました。また、市民との
交流が深まり、市民に親しまれる施設の具現化に寄与できました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

新ごみ焼却施設の安定稼動

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

42

○業務に必要不可欠な各種講習会等
への参加を促進し、資格や免許取得
者を増やすことにより、職員の技術
力向上を図りました。
・第2種電気主任技術者1名、二級ボ
イラー技士免許2名をはじめ、合計
で延べ17名が免許取得あるいは講習
を修了しました。
○施設を安定稼働させることにより
高効率発電を実現し目標を超える売
電収入を確保しました。

○人事異動や定年退職による有資格
者不足に対応できるように引き続き
計画的な資格、免許の取得を推進す
るとともに技術の継承と向上を図り
ます。
○施設の安定稼働を通して、高効率
発電を維持し、売電収入を確保しま
す 。

〇施設の安定稼動に欠かせない定期補修工事の着実な実施をはじめ、引
き続き、低コストで安定的な施設運営を担えるよう、職員の技術・技能
の習熟度や技術力のさらなる向上に取り組みます。
　＊各種技術講習会等の受講及び技術・技能の共有化
・継続して実施

〇施設の安定稼動をとおし、高効率発電設備の能力を最大限発揮し売却
電力収入を確保します。
（目標売電収入　8億円）

　＊年間運転計画の調整により、売却電力単価の高い時期の焼却炉稼働
　＊気候等の変化に応じた各機器の運転調整による電力削減
　　平成28年(2016年)4月より再生可能エネルギーの固定買取制度に則り
売却開始
　　バイオマス分（厨芥類や草、わら類など石油由来でないごみ）

　固定買取期間：平成48年(2036年)3月31日までの20年間、1ｋｗｈ当た
り17円+税

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

資源化率の向上とリサイクルプラザの安定稼動

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

42

○両市と協働しての市民啓発の効果
として、今年度も資源化率50%以上
を達成することができました。
○消火設備を増強した検証結果から
機器の停止時間が昨年までと比較し
て、平均約50分から約15分に短縮さ
れ3分の1以下になり大幅な短縮にな
り安定的な稼働・運営に繋ぐことが
できました。

○引き続き市民啓発活動等により資
源化率50%以上をめざします。
○消火散水による機器類の損傷に加
え、消火設備が設置されていないラ
インからの火災発生が危惧されるこ
とから特に、充電式電池内蔵製品の
搬入低減の取り組みを両市と協働し
て進めます。また、消火設備の整備
など施設を守る手法を検討します。

〇稼動8年目となるリサイクルプラザでは、資源化率50%以上を目指し、
引き続き豊中・伊丹両市と連携した搬入物の一層の適正化に向けた取り
組みを充実させます。
　＊両市との協働による不燃ごみ、プラスチック製容器包装の搬入物検
査実施。

・継続して実施
・搬入物検査を各市毎月1回実施

〇平成30年度(2018年度)に実施したリサイクルプラザにおける消火設備
の増強工事後の稼働状況を検証するとともに市民への啓発を推し進め 、
火災による施設への影響低減に努めます。
　＊連絡会議の開催や火災発生報告書による情報共有の推進
・連絡会議を毎月1回開催
・モニタリング業務を毎日実施

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

旧ごみ焼却施設跡地整備事業の完了

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

42

○跡地整備事業は「横断歩道橋設置
工事」を除いた工事が全て工期内に
完了しました。「横断歩道橋設置工
事」については、東京オリンピック
等の影響による鋼材不足と人手不足
により実施できませんでしたが、代
替え工事を行い安全対策を施しまし
た 。

○ひろば及び駐車場の適切な運営管
理を実施します。

〇全工程にわたり的確な進行管理を行い、今年度末の事業完了を目指し
ます。
　＊週１回、請負業者との工程会議を実施し、進捗状況等の確認・協議
を行う。
　＊工事監理事務所と、監督職員の監理を徹底する。

〇ひろば及び駐車場の整備を着実に行うとともに、当該エリアの平成32
年度(2020年度)からの供用開始・運営に備えます。
　＊運用面については、企画係と調整し、「ひろば運営管理に関する実
務担当者会議」の場で協議を進めます。
　ひろば整備工事、電気設備工事

・平成32年(2020年)3月末完成

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

環境学習事業の推進

総合計画
3-1-① 環境政策を推進するための総合的なしくみづくりを進めます。

基本政策

42

○クリーンランドフェスティバルの
開催や両市のイベントに出展参加す
るなど様々な機会を通して、ごみの
減量や分別等の啓発をすることによ
り、環境に対する市民の意識向上を
図りました。
・クリーンランドフェスティバル来
場者1,285人
・両市のイベントに5回出展、延べ
来場者2,711人
・小学校の社会見学、全58校来場（
5,798人）

○引き続き、イベントや出前講座な
ど様々な機会を通して環境に対する
啓発活動を実施し市民の意識向上を
図ります。

〇新ごみ焼却施設を契機に開発された環境学習プログラムのこれまでの
実施・検証・見直し結果を踏まえ、より効果的な学習メニューを提供す
るとともに、さまざまなイベントの開催等により来場者の増加を図り環
境啓発に取り組みます。
　＊クリーンランドフェスティバルの開催
＊環境学習業務受託団体との情報共有

　4月～出前講座の開催
　7月～市民講座の開催・リユースコーナーの実施
　10月　クリーンランドフェスティバル開催
　3月環境フォーラムの開催

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

クリーンランド第３次一般廃棄物処理基本計画の進行管理

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

42

○クリーンランド第３次一般廃棄物
処理基本計画の進行管理をするため
の評価システムを構築し施策の客観
的評価ができるようにしました。
・各データシートと評価シートの関
連付け
・成果指標を設定した上で3段階評
価し、PDCAサイクルに繋ぐ
・グラフ等の表を駆使した分かりや
すい概要版の作成

○常にPDCAサイクルに基づいて施策
を進行していきます。

〇平成30年度(2018年度)に策定したクリーンランド第３次一般廃棄物(ご
み)処理基本計画の進行管理を着実に行います。
　＊新たな進行管理のしくみの構築
　＊ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理の実施・公表

　4月～課題整理、しくみ構築

　10月～計画の進行管理実施

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

6

ごみ処理施設使用料の改定

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

○ごみ処理施設使用料改定に係る議
会承認をもらい事業者説明会の開催
や両市関係部局への説明など周知活
動を実施しました。
・11月クリーンランド議会に使用料
改定の議案を上程し、可決される
・豊中市4回、伊丹市2回の事業者説
明会の実施
・両市関係部局への説明
・広報誌やホームページを活用した
市民への周知

○引き続き市民や事業者への周知活
動に努めるなど令和3年(2021年)1月
の改定に向けた準備を進めます。〇ごみ処理施設使用料の円滑な改定に向け、スケジュール管理と事業者

への説明をはじめ、関連部局との調整を図ります。
　＊両市商工会議所と調整し、事業者説明会を開催します。
　＊施設使用料の条例改正案を議会へ上程します。
　＊庁内部局へ情報提供を行います。
　＊市民に対し、チラシの配布やホームページ等で周知します。

　8月～庁内部局への情報提供
　10月　事業者説明会の開催
　11月　条例改正案の議会上程
　3月　周知活動の実施



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

施設の安定稼動 ・継続して実施

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

42

2

クリーンランド第３次一般廃棄物処理基本計画の進行管理

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

42

４．中期目標（概ね今後4年間）

新ごみ焼却施設については、新たに導入された新技術の習熟度や職員の技術
力向上を引き続き図るとともに、旧ごみ焼却施設を上回る低コストで安定的
な施設運営をめざします。
リサイクルプラザについては、資源化率の向上とともに、モニタリング業務
や委託事業者との情報共有、また搬入ごみの適正化などをとおして安定稼動
を図ります。

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）

平成31年度(2019年度)から
・計画の進行管理実施
平成35年度(2023年度)
・計画中間見直し予定

豊中・伊丹両市とクリーンランドが一体となって両市域のごみ処理を行うた
め、平成31年度(2019年度)～平成40年度(2028年度)を計画期間として策定し
たクリーンランド第3次一般廃棄物処理基本計画の進行管理を着実に行ってい
きます。

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

施設使用料の改定

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

4

新ごみ焼却施設・リサイクルプラザおよび施設跡地の一体的活用

総合計画
3-1-② 自然環境や都市のみどりを身近に感じられる快適な環境づくりを進めます。

基本政策

42

平成31年度(2019年度) 
・施設使用料の改定に向けた事務手続きと関係部局、団体に対する
説明会等の実施
平成32年度(2020年度)
・施設使用料の改定
・次期使用料改定に向けた両施設の処理原価の確認

施設使用料の改定に向けた方向性と必要な手続き等について、豊中伊丹両市
の環境部局と協議しながら平成32年度(2020年度)の改定を目途に円滑な改定
作業を進めます。また、改定以降は、ごみ処理経費を毎年算出し、次期改定
に向けた検討を定期的に行います。

平成31年度(2019年度)
・跡地整備事業完了
平成32年度(2020年度)
・跡地（クリーンランドひろば）供用開始
・一体的活用

平成31年度(2019年度)の全面竣工に向け、旧ごみ焼却施設跡地の整備事業の
完了。
また、平成32年度(2020年度)には、施設のコンセプトである「森の中の再生
工場」の具体化に向け、新ごみ焼却施設・リサイクルプラザの両施設にひろ
ば・緑地帯を加えた一体的な活用をはじめます。

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

5

環境学習事業の推進

総合計画
3-1-① 環境政策を推進するための総合的なしくみづくりを進めます。

基本政策

42

6

危機管理体制の整備・充実 ・継続して実施

総合計画
2-4-① 防災力の充実強化を図ります。

基本政策

29 国土強靭化地域計画の策定

・継続して実施
平成32年度(2020年度)
・受託者選考実施
平成33年(2021年)～平成35年度(2023年度)

分別の重要性への「気づき」や、自らのライフスタイルを変革させる「行動
」につながるよう、新ごみ焼却施設とリサイクルプラザにひろば・緑地帯を
加え、一体的な活用による学習機能の充実・開発を図るとともに、出前講座
や環境フォーラムなど、ごみや環境問題を基軸としたさまざまな環境学習事
業を推進します。

環境施策の推進（第 3 次環境基本計画の推進、豊中アジェンダ 21 の策定支援など）

危機事態に迅速・的確に対応できるよう、危機管理体制を整備・充実すると
ともに、平成28年度(2016年度)に作成した災害対応マニュアルおよび平成29
年度(2017年度)に策定の災害廃棄物処理マニュアル・業務継続計画等に基づ
き、災害時などを想定した多様な研修や訓練に取り組みます。
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